
　　　　　　　常温金属溶射技術とSDGsの関連
　　　　　　　関連部門

Goals
（意欲目標）

Targets（具体的行動目標）
鋼構造物
常温溶射
研究会

会員企業
(材料製造)

会員企業
(溶射施工・
施工管理)

非会員
(溶射関連
企業)

（1）技術セミナーおよび資格認定試験を対面（Real）と遠隔
（Remote）による同時開催とし、受講者の参加利便性を図ると
ともに、感染症リスク低減および関係者の移動や集合によるリ
スクを回避する

◎ ー ー ー

（2）常温溶射技術に用いる材料（粗面形成材と封孔処理材）を
水系化して、水系塗料との組合せを適用する仕様を確立しVOC
削減を図り、環境や健康への影響を低減する

〇 ◎ 〇 ー

（3）常温溶射技術の封孔処理工程以降を簡略化して、1回塗り
仕様としてVOC削減を図り、環境や健康への影響を低減する

〇 ◎ 〇 ー

（4）常温溶射作業時のヒューム濃度を測定し、濃度に適した呼
吸用保護具の使用や換気装置の設置を推奨する。安全作業に関
する見直しをして、教育普及を図る

◎ ー ◎ 〇

（1）継続的な研究開発による国内外への情報発信および 技術セミ

ナーと資格認定試験への参加を促し、関連 分野の向上と常温金属
溶射技術の普及展開を図る

◎ 〇 〇 ー

（1）常温金属溶射に用いる溶射材料の加熱源および駆動エネルギー
源に再生可能エネルギーを優先的に利用することを推奨する

◎ 〇 ◎ 〇



（1）常温金属溶射技術の高付加価値化に重点を置いて、多様
化、技術向上及びイノベーションを通じた高いレベルの経済生
産性を達成する

◎ ◎ ◎ ◎

(1)常温金属溶射技術の適用による構造物のLCC削減を推進し
て、強靭（レジリエント）かつ持続可能なインフラ構築の促進
に寄与する

◎ 〇 〇 〇

（2）資源利用効率の向上とクリーン技術及び 環境に配慮した
技術・産業プロセスの導入拡大を通じてインフラ改良や産業改
善の構築に寄与して、持続可能性を向上させる

〇 〇 ◎ 〇

（3）常温金属溶射技術を採用された設計者や管理者に採用の
 動機や実用上の課題等をアンケート調査し、本工法の改善方法

◎ 〇 〇 〇

（4）亜鉛・アルミ二ウム擬合金以外の金属溶射材料による常温
金属溶射工法を開発して、持続可能性を進展する

〇 ◎ 〇 〇

（1）金属溶射工事における材料と施工からの廃棄物発生を大幅
に削減する

〇 〇 ◎ 〇

（1）水系一貫システムの新らたな常温溶射技術と在来の常温溶射技

術におけるVOC発散量を比較し、社会ニーズに適合する仕様を確立
する

〇 ◎ 〇 〇

（2）常温金属溶射に用いる溶射材料の加熱源および駆動エネルギー

源に再生可能エネルギーを優先的に利用して、CO2削減に寄与する
〇 〇 ◎ 〇



（1）洋上風力発電設備を含む海洋構造物に、常温金属溶射技術を

適用して構造物のLCC削減に寄与し、経済性に優れる再生可能エネ

ルギーの供給に寄与することにより、CO2排出と地球温暖化の防止に

貢献するとともに、海岸・海洋資源の保全に努める

〇 〇 ◎ 〇

（2）廃棄物の海洋投棄を阻止して、海岸と海洋資源の保全に努める 〇 〇 ◎ ◎

（1）太陽光・風力発電設備を構築する構造物に、常温金属溶射技術

を適用して構造物のLCC削減に寄与し、経済性に優れる再生可能エ

ネルギーの供給に寄与することにより、CO2排出と地球温暖化の 防止

に貢献するとともに、陸域生態系の保護や景観の維持に努める

〇 〇 ◎ ◎

（1）国内外の金属溶射団体や関連企業等とのパートナシップ手段を
模索し、金属溶射技術の普及展開を推進する

◎ 〇 〇 〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡例　◎：関連が強い　〇：関連あり　ー：関連なし
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